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大

江

嘉

言

考

詠
歌
活
動
と
そ
の
交
友

福

井

迫

子

平
安
朝

中

期

の
歌

人
大

江
嘉

言

に

つ
い
て
は
、
殆

ん
ど
和
歌

資
料

の

み

に
限
ら

れ

る
と

い
う

資
料

の
乏

し
さ
な

ど

の
た

め
か
先
人

に
よ
る
研

究
も

無

く
、

大

江
以
言

や
儀
同

三

司
、
能
因

法
師

に

つ
い
て

の
論
考

の
中

に

い

く
ら

か
ふ

れ
ら

れ
て

い
る
に
す

ぎ
な

い
。
な

お
伝
本

に

つ

い
て
は
、

最
近

藤
本

一
恵
氏

に
よ

っ
て
京

都

女
子
大
本

が
京
大

本

対
校

で
翻

刻
さ

れ
る

に

至

っ
て

い
る
。

拙
論

は
、

嘉
言

の
家
柄

、
境

遇
、
家

集

に

つ

い
て

ふ
れ
、
家

集

と
同
時

代

の
勅

・
私
撰
集

及

び
私
家
集

相
互

の
関
係

か
ら

、
そ

の
詠
歌

活
動

と
交

友

に

つ
い
て
考
察
す

る

こ
と
を

旨

と
す

る
。

テ

キ

ス
ト

に
は
彰
考
館

本
を

用

い
、
京

都
女
子

大
本

で
こ
れ

を
補

っ
た
。

歌

の
番

号

は
彰

考
館
本

所
収
歌

に
通
し
番

号
を
附

し

た
も

の

で
あ

る
。

一
、

家

系

・
境

遇

平

安
朝

時

代

の
翰
林

江
家

か
ら
は
、
音

人

・
千

古

・
朝
綱

・
維
時

・
斎

光

・
匡
衡

・
為

基
ら
多

く

の
学
儒

、
和
漢

兼
作

の
文

人

が
出

た

こ
と

は
周

知

の

こ
と

で
あ

る
。
嘉

言

の
家
系

は
、

そ

の
江
家

の
傍
流

に
属

し
た
。

尊

卑

分
脈

に
よ

っ
て
こ
れ
を

み
れ

ば
次

の
よ
う

で
あ

る
。

系

図

に
見

る
よ
う

に
父
仲

宣

を
は

じ

め
清
言

・
正

言

・
以
言

の
三

人

の

兄

ら
も
皆

文
章

生
出
身

者

で
あ

っ
た
。

限

ら
れ

た
資
料

で
、
先
学

の
す

で

に
述

べ
ら
れ

る
と

こ
ろ

で
は
あ

る

が
、

そ
の
略
歴

を

み
る

と
、

父
仲

宣
は

、
弓
削

姓
を
名

告

り
、

天
禄

元
年

十

二
月
十

六
日

冷
泉
院

主

典
代

出
納

か

ら
外
記

職
を

歴
任

、
天

延

二
年
従

五
位

下
、
三

河
権

介

を
経

て
天
元

三
年

正
月

に
は

某
国
守

と
な

っ
で

い
る

(外

記
補

任

)
。

長
兄
清

言

は
、
長

保
三

年

正
月

民

部
少

録

か
ら
権

少
外
記

と
な

り

、
長

保

五
年

ま

で
小
外

記

・
大

外
記

を
歴

任

(
外
記
補

任

)
、

寛
弘

元
年

正
月

周

防
権

介
を
経

て
寛
弘
某

年

か
ら
長

和

二
年
頃

ま

で
薩

摩

守

の
任

に
あ

っ
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た
。
・、

次

兄
正

言

に

つ
い
て
は
資
料

に
乏

し

い
が

、
正
暦

四
年
頃

勘

解
由

判
官

、

寛

弘
三
年

頃

に
は
尊
卑

分
脈

に
記

さ
れ

た

「
大

学

允
」

の
官

に
あ

っ
た

こ

と

が
知

ら
れ

る
。

三
兄

以

言

の
音

人

・
朝
綱

・
千
古

・
匡

衡

を
恥

か
し

め
ぬ
碩

儒

で
あ

っ

た

こ
と

は
言
を

侯

つ
ま

で
も

な

い
が
、

そ

の
経
歴

は
、
永

観

の
頃

文
章

生

外
国

と

し

て
伊

予
橡
。

永
延

元
年
頃

文
章

生
対

策
。

長
徳

元
年
頃

大
内

記
。

二
年
頃

に
は
勘
解

由
判

官
。

同
年

十
月
伊

周

の
失

脚

に
よ
り
飛

弾
権
守

に

左
遷

さ

れ
、
後

、
長
保

元
年

八
月

文
章
博

士
。

晩
年

に

は
式
部

権
大

輔

の

官
を
得

て
活

躍
し

て

い
る
。

ま

た
叔

父

の
昌

言
も

文
章

生
出
身

で
あ

り

、
長

く
内
記

の
官

に
あ

っ
た
。

か
く

の
如

く
嘉

言

の
近
親
者

に
は
文
章

生

の
出
身

が
多

く

、

い
ず

れ
も

皆

文
筆

を
も

っ
て
事
と
す

る
官

職

に
あ

っ
た
と
言

え

る
。

嘉
言

も
中

古

三
十
六

歌

仙
伝

の
略
伝

に

大
江
嘉
言
。
大
隅
守
弓
削
仲
宣
男
。
正
暦
三
年
十
に
月
十
九
日
蜘
丈

章
生
一
長
保
三
年
正
月
廿
四
日
任
弾
正
少
忠
鴨
嬢

一に
寛
弘
六
年
正
月

廿
八
日
荘
旭
馬
守
ツ

子
時
造

弾

正
台
功
。

と
あ

り
、
や

は
り
文
章

生

出
身

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か
る
。

恐
ら

く

三
人

の
兄
達

と

同
様

、
中
流

文
人

官
僚

の
子
弟

と

し

て
文
章
道

に
志

し
、

江
家

の

一
貝
と

し

て
東

曹

に
学

ん
だ

こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
。

そ
し

て
文
章

生
と

な

っ
た

の
は
、
推

測
す

る

と

こ
ろ

以
言

の
数

才
下

の
弟

と

み
て
、
三

十
三

才

～

三
十
五

才

く
ら

い
に

は
な

っ
て

い
た
と

思
わ

れ
る
。

江
家

と

い
う

家

柄

や

こ
う

し
た
経

歴
、

後
述
す

る

交
友
関

係

な
ど

か
ら
も

お

そ
ら
く

詩
文

に
親

し
む
生

活

で
あ

っ
た
と
思

わ

れ
る

が
、
現

在
嘉

言

の
詩

文
を
見

る

こ

と
は
出

来
な

い
。

文
章
生

出
身

で
あ

る
に
も

か

・
わ
ら
ず

、
残

さ
れ

た
資

料

か
ら

は
嘉

言
が
詩

文

よ
り

は
む
し

ろ
歌

に
親

し

む

に
至

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
理
由

は
必
ず

し

も

明
ら

か
で
な

い
が
、
三

人

の
兄

が

そ
れ

ぞ
れ

文
筆

に

か

・
わ

る
官

に
あ

っ
た

の

に
対

し

て
、
京

官

と
は

い
え
、

文
筆

と

全

く
か

・
わ
り

の
無

い
弾

正
台

の
任

に
長

く
あ

っ
た
こ
と

に
も

一
種

の
疑

問

が
残

る
。

ま
た
、

弓
削

氏

が
大

江
氏

の
傍

流

で
あ

る
た

め
に

「
文
章
道

に
お
け

る

非
世

襲
氏
族

の
位
置

に
置

か
れ

」
、
且

つ
軽

ん

ぜ
ら
れ

た
事

は
、

次

に
記

す

「
本
朝

文

粋
」
や

「
江

談
抄
」

の

一
文

に
よ

っ
て
も

そ

の

一
端

を
窺
う

こ
と
が

で
き
よ
う
。

「本

朝

文
粋
』

巻

六

「
申
男

能
公

学

問
料

状
」

右
伏

検
敢
実

↓
菅

原
大

江
両
氏

建
泣

文
章

院
?

冴
別

東
西

曹
司
一

論

其

潤
徒

一漕

謂

学
一著

妖
姓

乏
者

、済
済

ナ
今

不
絶

。

因
"斯
此

両
家

之
菰
二

門
業
添
冶
苛
不
才
「
不
W羽
奔
歯
「

(中
略
)
大
江
定
基
似
五
代
莞

。

其
時
有
抽
口
斉
名
、
弓
削
以
言
者
一
難
頴

文
不
W競
。
夫
然
則
累
代
者

見
重
、起
家
者
見
軽
明
　
。

「
江
談
抄
』
第
四
の
逸
話

鷹
鳩
不
望変
三
春
眼

鹿
馬
河
迷
二
世
情

以
言

此
句
菰
帳
v暗
漢
雲
之
子
細
一
叡
感
之
徐
擬
v輔
臓
人
「ゆ
錐
然
入
道

殿
井
殿
上
人
添
承
引
乏
故
不
い補
。
伍
論
倣
　」
所
W作
也
。
其
時
殿
上

人
諺
日
。
湯
気
欲
生
云
々
。
本
姓
弓
削
ナ
レ
バ
也
。

嘉
言
ら
兄
弟
は
、
そ
の
弓
削
姓
か
ら
大
江
姓
に
復
し
た
。
外
記
補
任
清

言
の
条
に
は

「長
保
五
年
十
二
月
二
十
八
日
政
牲
大
江
朝
臣

「」
と
の
注
記

が
あ
り
、
尊
卑
分
脈
以
言
の
条
に
も

「為
弓
削
姓
後
帰
本
姓
大
江
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
嘉
言
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
拾
遺
集
入
集
歌
及
び
麗
花
集
の

香
紙
切

・
八
幡
切
の
残
存
部
に
あ
る
五
首
中
三
首
が

「弓
削
」
姓
で
記
さ
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れ

て

い
る
。

こ
れ

ら
弓
削
姓

で
記

さ

れ
た
歌

を

み
る

と
、

ほ
ぽ
長
保

五
年

末
頃

ま

で

に
詠
ま

れ
た

と
思
わ

れ
る
も

の
で
あ

っ
て

、
後
藤

氏

の
言

わ

れ

る
如

く
清

言
改

姓

の
時
点

に
嘉

言
ら
兄

弟

共

に
大

江
姓

に
復
す

る

こ
と
を

許

さ
れ

た

の
で
は
な

か

っ
た

か
と
考

え
る

の
で
あ

る
。

な

お

、

つ

い
で

に

い
え

ば
、
麗

花
集

の
成
立

に

つ

い
て
述

べ
ら
れ

た
中

に
、
堀
部

正

二
氏

は
図
書
寮

本
古

写

本
中

古
歌
仙

三

十
六

人
伝

に
よ

り
、

久

曽

神

鑑
邸

は
裏
辻
家

(架

蔵

)
本

を
用

い
ら
れ

て
、
共

に
そ

の

「寛

弘

六
年

正
月

廿
八

日
任

但
馬

守
」

の
条

に

『
干
時

弓
削

造
弾

正
台

功
』

と
流

布
本

に
無

い
弓

削

の
注
記

の
あ

る

こ
と
及

び
や

は

り
流
布

本

に
無

い

『
七

年
杢
』

が
記
さ

れ

て

い
る

こ
と
、
拾
遺

集

に
も

弓
削

姓

で
入
集

し

て

い
る

こ
と

等

か
ら

、
嘉

言

の
改

姓
を

そ

の
最

晩
年

、
寛

弘
六
年

～
七

年

の
間

の

事

と
み
ら

れ
て

い
る
。

問
題

は
中
古

歌
仙

伝

の
性
格

に
及
ぶ
こ
と
と
な
り
、

に
わ
か

に
は
解

決

し
が

た

い
が
、
注
記

は

一
応

措

く

と
し

て
も

、

私
は
流

布
本

に
無

い
没

年

の
記
述

に

つ
い
て
残
存

資

料

か
ら
疑

問
を
感

じ

る

の
で

競
卯

、

又
、
久

曽
神

氏

の
麗

花

集
成

立
可

能

と
推
定

さ

れ

る
期
間

に

つ
い

て
も

疑
問

を
抱

か
ざ
る
を

え

な

い
点
が
あ

っ
て
、

寛
弘

六

、

七
年
改
姓

説

に
は

今

の
と

こ
ろ
首
肯

し

か

ね
る

の

で
あ

る
。

次

に
中

関
白

家

と

の
関

係

に

つ

い
て
み

る
と

、

長

兄
清

言

の
妻

は
、
儀

同
三

司
伊

周
家

の
女
房

で
あ

り
、

以

言
は
中

関

白
家

の
家

司
的

存
在

で
あ

っ
た
ら
し

い
。

長
徳

元

年
道
隆

が
莞
じ

、
翌

二
年

に
は

伊
周

・
隆
家

に
よ

る
花

山
院

弓
射

事
件

が
起

り

、
正
暦

の
春

を
謳

歌
し

た
中

関
白
家

も

没
落

の

一
路

を
辿

っ
た
。

以
言

が
飛

弾
権

守

に
左

遷

さ

れ
た

こ
と

は
前
述

し

た

が
、
其
後

も
帥

方

の
人

で
あ

っ
た
為

に
粟

田
山
荘

の
障

子

の
詩

の
撰

に
入

れ
ら

れ

な
か

っ
た

と

の
逸

話

を
江

談
抄

「
粟

田
障

子
坤

元
録

詩
撰
者

事

」

は
伝

え

て

い
る
。

即
ち

又
被
申
者
。
粟
田
障
子
詩
。
輔
タ
卿
撰
脇之
。
坤
元
録
詩
。
維
時
卿
。

然
則
作
者
瑛
判
者
司
各
互
有
「長
短
つ
随
喋
功
池
。
粟
田
詩
以
言
似
渤

殿
方
人

う添
養

乏
。
怨
言
云
.
雌
坤
元
鐘

絶
句

音

者
.
漂

罷

入
哉
云
々
。
故
文
章
博
士
実
範
後
広
澗
此
事
司
不
馨

批
書
云
々
。

と
。

以

言

の
作
詩
活

動

が
伊
周

と
極

め

て
密

な

関
係

を
持

っ
て

い
た
事

は

尾

原
久

子
氏

「
儀

同
三

司
小

考
」

及
び

後
藤
昭

雄
氏

の

「
大

江
以
言

考
」

の
論

に
尽

さ
れ

て

い
よ
う

。

小
右
記
に
よ
れ
ば
、
正
言
は
正
暦
四
年
頃
し
ば
く

伊
周
の
使
を
果
し

て

お
り
、
嘉

言

は
寛

弘
二
年

四
月

十
八

日

、
隆
家

の
使

と

し

て
實

資
を
訪

れ

て

い
る
。

嘉

言

が
伊
周

、
隆

家
京

都

召

還
後
も
中

関

白
家

に
仕

え

て

い

た

こ
と
を

示
す

も

の
で
あ
る
。

な
お
、

伊
周

の
左
遷

に
際
し

て
正
言

・
嘉

言

の

い
ず

れ

か

が
従

っ
た

と

み
ら
れ

る

ふ
し

が
あ
る
。

即
ち
拾

遺
集

細

に
次

の
歌

が
あ

る
。

帥
伊
周
つ
く
し

へ
ま
か
り
け
る
に
か
は
じ
り
は
な
れ
侍
り
け
る
に
よ
み
侍
り

ナ
る

弓
削
よ
し
と
き

思
ひ
出
も
な
き
故
郷
の
山
な
れ
ど
か
く
れ
ゆ
く
は
た
哀
な
り
け
り

同

歌

は
詞
花

集

に
は
正

言

の
歌

と

し

て
入
集

、
親
交

の
あ

っ
た
能

因

も

正

言

の
歌

と

し
て
玄

々
集

に
納

め

て

い
る
。

或

は
拾

遺

集

の
誤

り
を
詞

花
集

が
正

し
た

と
も

考
え

ら
れ

、
真
相

は
わ

か
ら

ぬ

が

一
つ
の
解

釈
を

提
示

し

て

み
た

い
。

家

集

21
に
は

せ
き
の
ゐ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
た
ひ
の
う
ち
に
月
を
み
る
と

い
ふ
心
を

草
枕
程
ぞ

へ
に
け
る
都
い
で
て
い
く
夜
か
旅
の
月
に
ね
ぬ
ら
ん

と
の
詠
が
あ
り
・
新
古
今
轟

に

・関
戸
院
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
罵
屯
卿

序

と

い
ふ
心

を
」

と

の
詞
書

で
入

っ
て

い
る
。

尤

も

こ
の
限

り
で

は
詠
歌
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時
点
も

明

ら

か
で
な
く

必
ず

し

も
伊
周

に
従

っ
た
時

の
歌

と
し

て

の
証

は

無

い
の
で
あ

る
が
、

『
栄
花

物
語

』

「
浦

々
の
わ

か

れ
」

に
関

戸
院

に
於

て
伊

周

が
病

み
と

.・
ま

っ
た
旨

が
あ

る
。

地
名

の
符
合

と
都

に
程
近

い
関

戸
院

で

か
く
詠

ん

で

い
る

と

こ
ろ
、

伊
周

が
幡

磨

に
下
る
間

の
、
あ

の
時

間
的
経

過

を
秘

め

て

の
詠
作

で
は
な

か

っ
た

か
。

確

か

に
正
言

と
伊

周

の

結

び

つ
き

の
方

が
資

料
的

に
は
嘉

言

の
そ
れ

よ

り
も
強

い
。

が
、

嘉
言

生

存

中

に
成

っ
た
拾

遺
集

の
記

載

が
誤

り

と
証

さ

れ
ぬ

限
り

、

一
つ
の
可

能

性

を
持

つ
も

の
と
し

て
敢

え
て

一
臆

測

を
提
示

し

て

み
た
。

い
ず

れ

に

せ
よ

二
人

の
中
、

ど
ち

ら

か
が
従

っ
た
事

は
確

か
で
あ

り
、

兄
弟

共

に
中

関

白
家

と
は

深

い
繋
り

の
あ

っ
た

こ
と
を

物
語

る

も

の
で
あ

る
。

二

、

家

集

に

つ
い

て

家

集

は
自
作

歌
の
み

一
八

六
首

を
収

め
た
も

の
で
、
雑

纂

形
態

で
あ

る
。

詞
書

は
短

く

具
体

性
を
欠

く

た

め
、
詠

歌

事
情

や

詠
歌
年

次

に

つ
い
て
、

家
集

自

体

で
は
殆

ん
ど

明
ら

か

に
す

る
事

は

で
き

な

い
。

嘉

言

は
言
う

ま

で
も
な

く
勅

撰
歌

人

で
あ

る
。

勅

撰
集

入
集

歌

は
拾
遺

集
以

下
三

○
首

。

そ

の
中

、
家

集

に
あ

る

も

の
二
三

首

(
拾
遺

二
、

後
拾

遺
七

、

詞
花

三
、
新

古
今

四

、
続
古

今

一
、
続
後

拾
遺

一
、
風

雅

二
、
新

千
載

一
、

玉
葉

一
、
新

続

古

一
)
、
家
集

に
無

い
も

の
七

首

(
拾
遺

一
、

後
拾
遺

三
、

詞
花

二
、
新

古
今

一
)
を

含

み
、
家

集

所
収

歌

が
嘉
言

の
詠

歌

の
す

べ

て
で
無

い
こ
と
を

示
し

て

い
る
。

猶

、
嘉

言

の
歌

は
拾

遺
抄

に

は
入

っ
て
な

い
が
拾

遺
集

に
三
首

入

っ
て

お
り

、
尊
卑

分

脈

に

「
後
拾

遺

以

下
作
者

」

と
記
す

の
は
、
拾

遺
集

が
弓
削

姓

を
用

い
て

い
る
た
め

で
あ

る
。

私
撰

集

で
は

、
麗
花

集

五
首

、
後

六

六
撰

四
首

、
玄

々
集

四
首

、
万

代

集

一
六
首
等

々
の
入
集

が
あ

る
。

こ
う

し

た
勅
撰
集

・
私

撰
集

入

集

の

面

か
ら
も

ほ

ぼ
歌
人

と
し

て

の
位

置

を
知

り
得

よ
う
。

家
集

に
は
四
季
歌

が
最
も
多

く

、
雑

歌

、
恋

歌

の
順

で
あ

る

が
、

そ

の

中

に
屏
風
歌

一
八
首
、
絵

を
詠

ん

だ
歌
数

首

の
含

ま

れ

る
事

は
、

や

は
り

拾

遺
集
時

代

の
歌

人

で
あ

っ
た

こ
と
を

示
す

も

の

で
あ

ろ
う
。

そ

し

て
四

季

歌

の
中

に
も
題
詠

と
思

し
き

も

の
が
多

く

、
東

・
伊

予

・
備

中

な

ど
地

方

に
も

下

っ
た
ら
し
く

旅

の
歌

・
月

を
詠

ん

だ
歌

の
多

い
こ

と

に
も

注

目

さ

せ

ら
れ

る
。

歌

は
概
し

て
平
淡

な

よ

み

ぷ
り

で
あ

る
。

し

か
し

、
中

に

や

・
奇
抜

な
題
材

の
試
や

誹
譜
的

要
素

・
藤
原
仲

文

に
見

る
如

き
或

種

の

か

ら

か

い
を
含
ん

だ
歌

な

ど
も

み
ら

れ
、

平
安
貴

族

の
時

代

的
背

景

に
負

う

も

の
が

大

き

い
と
は
思
う

も

の

の
、
な

お
嘉
言

自

身

の
性
格

の
反
映

と

み

ら
れ

る
面

の
あ

る
点

で
興

味
深

い
。

そ

れ

で
は
家
集

を

中
心

と
し

て
嘉

言

の
詠

歌
活

動

と
そ

の
交
友

関
係

に

つ
い
て

み
て
ゆ

く

こ
と
と
す

る
。

三
、
歌
合
へ
の
参
加

嘉
言

の
歌

合

へ
の
参

加

は
、
家
集

中

42
ー

磁

・
瑠

～
鵬

・
凋

ー
川

の
三

箇

所

に
み
ち

れ
る
。
順
を

追

っ
て
み
て
行

こ
う

。

五
月
五
日
た
ち
は
き

の
歌
合

に
卯

花
を

42
う

の
は
な
の
さ
け

る
あ

た
り

は
や
ま

か

つ
の
か
き
ね
は
な

れ
ぬ

つ
き
か

と
そ

み
る

夏

草

43
た

ひ
人

の
か
さ
を
そ
れ
そ
と

み
る
は

か
り
夏

の

・
く
さ
は
た
け

お
ひ
に
け
り

い
は
ひ
か
つ

ー3
(後
拾
・京
女
本
〉

る
(綾
拾
.京
女
本
>

44
き

み
か
代
ち
よ

に
ひ
と
た
ひ
ゐ
り
ち
り

¢
し

ら
く
も
か

・
る
山

と
な
る
ま

て
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こ
の
三
首

は

、
正
暦

四
年

五
月
五

日
東
宮

居

貞
親

王

の
催

さ

れ
た

「
刀

帯

の
陣

の
歌

合

」
出
詠

歌

で
あ

る
。

祝

・
卯
花

・
郭

公

・
菖
蒲
草

・
夏

草

・
蚊
遣

火

・
盟
麦

・
蛍

・
蝉

・
恋

の
十
題

十
番

の
歌

合

で
あ

っ
た
。

作
者

の
明
ら
か
な
の
は
道
綱
母
の
五
首
と
嘉
言
の
四
首
-

家
集
に
見
え
な
い

「
逢
事

の
夢

ば

か
り

に
も
な
ぐ

さ
ま
ば
う

つ

・
に
物

は
思

は

ざ
ら
ま
し

」

を
含
む
ー

の
み
で
あ

っ
て
他
は
不
明
で
あ
る
。
必
の
歌
は
後
拾
遺
集
に

も
入

り
、
長

承

二
年
相

撲

立
詩

歌
合

に
も

と

ら
れ

、
人

口
に
胎

炎
し

た
嘉

言

の
代
表

作

の

一
つ
と
言

わ
れ

る
。

嘉
言

の
出

詠

に

つ
い
て

当
時
十
八
才
の
東
宮
居
貞
親
王
の
私
的
な
学
問
の
相
手
で
あ

っ
た
か
、
刀
帯
に
関

係
し
て
い
た
か
、
或
は
当
時
有
数
の
歌
人
長
能
に
歌
才
を
認
め
ら
れ
て
い
た
か
で

あ
難
抽

と
藤
本

一
恵

氏

は
推
定

さ

れ
る
。
嘉

言

と
刀
帯

と

の
関
係

は
考

え

に
く

い

だ
ろ
う

。

し

か
し
東
宮

は
花

山
院

の
御
弟

に
あ

た

り
、
嘉

言

が
院

の
知
遇

を
恭
う

し

て

い
た
長
能

と
関

係

の
あ

っ
た

こ
と
は
確

か

で
あ

ろ
う

し

、
更

に
長
能

の
妹
道

綱
母

の
出
詠

を
考

え
る

と
き

、
嘉

言

の
参

加
も

や

は
り
そ

の
あ

た

り

に
起

因
す

る
も

の

と
見

る

べ
き

で
あ
ろ
う

か
。

次
に
、

長
保

五
年

五
月

十
五

日
道
長
第

法
華

三

十
講
結

願

歌
合

で
の
詠

歌

が
あ

る
。
即

ち
家
集

期

ー
鵬

の
三
首

が
そ

れ

で
あ

る
。

左
大
臣
と
の

・
歌
合

三
首

期
月
か
け
の
み
る
ほ
と
も
な
く
あ
け
ぬ
れ
は
な
け
の
な
か
め
も
せ
ら
れ
さ
り
け
り

『

は
る
か
に
ほ
と

・
き
す
の
な
く
を
き

・
て

期
い
つ
し
か
と
き
く
た
に
あ
か
す
ほ
と

・
き
す
た

、
一
こ
ゑ
そ
な
き
わ
た
る
な
る

み
つ
の
ほ
と
り
の
松
に
む
か
ふ

鵬
き
み
か
世
の
た
め
し
に
た
て
る
ま
つ
か
せ
に
い
く
た
ひ
水
の
す
ま
む
と
す
ら
ん

こ
の
歌
合

は
、

判
者

公
任

、
詠

み
人

輔
親

・
兼

澄

.
長

能

.
輔
サ

・
行

資

・
為
義

・
為

政

・
道

済

・
善
忠

・
嘉

言

・
敦

信

・
祐

挙

・
為

時

・
為
憲

ら
を

召
し

て
行

わ
れ

た
。

出

詠

の
歌
人

の
殆

ん

ど
が
同

時

に
知

名

の
文
人

達

で
も
あ

っ
た

こ
と

は
注
目

に
価

す

る
。

嘉

言

は
長
保

三
年

正
月

か
ら

弾
正
台

少
忠

の
官

に
あ

り
、
当

時
す

で
に

一
流

を
謳

わ

れ
て

い
た
歌

人
、
輔

親

・
長
能

・
道

済

・
好
忠

ら

に
御
し

て

の
出

詠

で
あ

っ
た
。
嘉

言

の
推

定

年
令

四
十

四
、
五
才

の
頃

と
思

わ
れ

る
。

こ
の
頃

に
は
嘉

言
も

、

一
応

歌

人
と
し

て

の
位
置

を

認
め
ら
れ
る
に
至

り
、

中
関

白
家

と

の
関
係

を
保

ち
な

が
ら

も
道
長
傘

下
に

入

っ
て

い
た

こ
と
を

物
語

る
も

の
で
あ

ろ
う

。

.

一
応
社
会

的

な
活

動
を

示
す
も

の
は

こ
の
二

つ
で
あ

る

が
、

家
集

の
終

り

に
近
く
次

に
記

す

六
首

が
あ

る
。

〈大
江
嘉
言
集
〉

左
大
臣

い
し
や
ま

に
お
は
し
ま

す

ほ
と
う

た
あ

は
せ
に
み
ね
の

ほ
と
＼
き
す

皿
さ
よ

ふ
か
み
た

・
一
こ
ゑ
そ
ほ
と

・

き
す

み
ね
の
こ
す

ゑ
に
な
き
わ
た
る

な
る

み
つ
の
ほ
と
り
の
ほ
た
る

瑠
み

つ
の
う
ゑ

に
わ
た
る
ほ
た
る

の
か

け

み
れ
は
お
の
か
思
も
よ
ら
れ
さ
り

け
り

山
さ

と
の
う

の
花

捌
山
さ

と
に
心

と
は
ま
し
う

の
花

の
さ

か
り

は

い
ま

と

つ
け
や
し
ら
ま
し

〈
前
大
納
言
公
任
卿
集
〉

大
殿
石
山

に
こ
も
り
給

ひ
て
題

と
も
し

て
歌
合
し
給

ひ
に
け

る

に
題
を
よ

み
て
あ
り
け

る
に
峯

の
上

の
郭
公

お

山
辺
だ

に
寝

か
た
き
も

の
を
郭

公
都

胸

の
人

は
待
ち
や

か
ぬ
ら
む

水

の
辺

の
蛍

別

水

の
上

に
も
ゆ
る
蛍

に
言
問
は

む
深

劉

き
心
の
中
は
も
手

や

山
里
の
卯
の
花

脳

卯
の
花
の
散
ら
ぬ
垣
根
は
山
里
の
木

の
下
闇
は
あ
ら
じ
と
そ
思
ふ
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さ
は

の
い
ほ
り
の
た
ち
花

塒
と
き
は
な
る
花
た
ち
花

を
や
と
に
う

ゑ
て
ち
よ

の
た

つ
き
を
ま

つ
物

に
せ

ん

く

れ
か
た
き
夏

の
日

驚
我
き

み
か
ち
よ
の
は
し
め
を
け

ふ
よ

り
は

ひ
と
ひ
く

ら
す

も
ひ
さ
し
か
り

け
る

は
な
す
く
な
き
夜

の
月

堺
な
か
く

に
く
も
り

は
て
な

は
ね
ぬ

月

を
と
き
と
き

て
ら
す
夏

の
よ

の
月

〔」

(
)
は
筆

者
注
〕

草

の
庵

の
橘

器

蓬
生

の
繁
き
家

に
は
橘

の
香

を
た
つ

2

ね
て
ぞ
訪

ふ
べ
か
り
け

る

暮

れ
か
た
き
夏

の
日

伽

暮

れ
か
た
き
今
日
に
て
知
り
ぬ
石
山

23

の
山
の
巖

を

い
の
る
し
る
し
は

影
す
く
な
き
宵

の
月

8

忘
れ

て
も
あ

る

へ
き
も

の
を

な
か
な

お

か

に
雲
間
す
く
な
き
月
を

こ
そ
思

へ

か
く
て
奉
れ
た
れ
は

29

五
月
雨
は
な
が
む
る
程

の
水
茎

に
君

2

が
言

の
葉

み
る
ぞ
う

れ
し
き

返
し

30

書

の
葉
を

み
る
に
訣

の
濡
る
る
か
な

お

軒

の
玉
水
数

も
知

ら
れ
ず

下
段

に
記

し

た

の
は
公

任
卿
集

か
ら

の
抽
出

歌

で
あ

る
。
後

尾

二
首

の

贈
答

か
ら

、
公
任

が

石
山

寺

の
歌
合

に
直

接
参
加

し

た
も

の
で

は
な
く

、

聞

き
及

ん

で
後

に
送

っ
た
も

の
で
あ

る

こ
と
が

わ
か
る

。
し

か
し

そ

の
六

首

の
歌

題

は
、
傍
線

部

四
箇
所

に
誤

写
を
生

じ

て
は

い
る

が
、
他

は
全
く

一
致
し

て

い
る
。
萩

谷

氏

は

「
平
安
朝

歌
合

大
成

』

に
於

て
、
公
任
柳

集

の
他

に

「
拾
得

歌
な

し

」
と

さ
れ

る
が
、
嘉

言

の
歌

は
正
し

く
石

山
寺

に

参

籠
し

た
頼
忠

公

の
歌
合

の
も

の
と
認

め
ら
れ

よ
う

。

そ

の
時

期

は
、

一

条
帝

即
位

に
よ

る
政
権
交

替

期

の
頼
忠

落

胆

の
頃

、
即

ち

「
永
延

元
年

ー

三
年

五
月

の
間

」
と
推
定

さ

れ

て

い
る
。

し

か
し
家
集

で
は

「左

大

臣
」

と
あ

り
、

こ
の
家

集

の
詞
書

が
嘉
言

の
残

し

た
歌
仮

古

に
さ

ほ
ど
手
を

入

れ
ず

編
ま

れ

た
ら
し

い
ふ
し

が

み
ら
れ

る

の
で
、
家

集

に
因

る
限
り
或

は

頼

忠

公

の
左

大

臣
時
代

(
貞

元

二
年

(
卿

)
四

月

二
十
四

日

ー
十
月

十

日
)

の
こ
と

で
は
な

か

っ
た
か

と
思

わ

梶
か
。
嘉

言

の
詠

歌

で
は
家
集

中
最

も

早

い
時
期

の
も

の

で
あ

ろ
う

。

三

、
交

友

前

述

の
如
く

自
作
歌

の
み

の
家

集

は
、
詞
書

も
短

く
友

人

名

の
記

載

も

全

く
無

い
た
め

、
家
集

か

ら
直

接
贈

答
関

係

や
交
友

関
係

を
知

る
事

は
出

来

な

い
。

が
、
幸

い
家
集

に

残
さ

れ
た
歌

題
を

同
時

代

の
私
家

集

の
中

に

求

め
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
同
じ

機
会

に
詠

じ
た

と
思

わ
れ

る
も

の
を

拾

い
、

交
友

に

つ
い
て
考
え

て

み
た
。

以
下

は
そ

の
試

み

の
結

果

で
あ

る
。

家
集

96

97
に
次

の
歌

が
あ

る
。

花
を
み
む
と
て
に
は
を
は
ら
は
す

96
は
な
ち
れ
は
て
も
ふ
れ
て
み
る
に
は
の
を
も
を
心
に
も
あ
ち
ぬ
風
や
は
ら
は
む

【

か
す
み
山
の
い
ゑ
を
こ
む

97
や
ま
さ
と
の
や
と
は
か
す
み
に
こ
め
た
れ
と
か
き
の
や
な
き
の
す
ゑ
は
そ
と
み

ゆ
(京
女
本
)

る

後
者

は
拾
遺

集
雑
春

㎜
に

帥
の
み
こ
人
々
に
歌
よ
ま
せ
待
り
け
る
に

弓
削
嘉
言

山
里
の
家
居
は
霞
こ
め
た
れ
ど
垣
ね
の
や
な
ぎ
す
ゑ
は
と
に
み
ゆ

と
あ

っ
て
、
其

の
詞
書

か
ら
帥
宮

の
も

と

で

の
詠

と
わ

か
る
。

と

こ
ろ
が



同
じ
歌
題
を
求
め
て
み
る
と
、
桂
宮
本
兼
澄
集
に
極
め
て
類
似
し
た
次
の

二
首
を
見
出
す
。

そ
ち

の
宮

に
て
三
月
十
よ

日
は
か
り
に
人
　

う
た
よ
ま

せ
給

に
は
な

を

み
て
に
は
を

は
ら
は
す

と

い
ふ
題
を

給
は
り
て

ノ

春

の
う
ち
は
ち
り

つ
も

る
と
も
き
よ

め
せ
し
は
な
に
け
か
る

ゝ
や
と

・
い
は
れ

ん

春

の
霞
山
を

へ
た

つ
と

い
ふ
題
を

行

か
よ

ひ
花

に
心

は
わ
か
ね
と
も

は
る
の
か
す

み
は
な
を

へ
た
て
け
り

帥

宮

邸

で

の
春

の
雅
交

を
物

語

る
も

の
で
あ

る
。

両

者

お
そ
ら

く
同

座

し

て
の
詠
作

で
あ

ろ
う
。

敦
道

親
王

の
帥

宮

と
な
ら

れ
た
時

点

は
定

か
で

な

い
が
、
嘉

言

の
歌

が
拾

遺

集
入
集

歌

で
あ

る
事

か
ら

み
れ

ば
少
く

と
も

兼
澄

の
若
狭

守

を
辞
し

て
散
位

と
な

っ
た
頃

、

長
保

四

、
五

年

こ
ろ

の
詠

作

で
は
な

い
か
と
思
う
。

兼

澄

の
1

の
歌

は

、
後
十

五
番

歌
合

・
相

撲
立

詩
歌

合

に
も

と
ら
れ

て

い
る
。

兼

澄

は
源
信

明

の
弟
信

孝

の
男

、
後

に
述

べ
る
道

済

と
は

片
従
兄

弟

に

あ

た
る
。

刀
帯

・
左

馬
允

・
蔵

人

・
若
狭

守

・
加

賀
守

を
歴

任
し

た
受
領

階
級

の
歌
人

で
あ

っ
た
。

そ
し

て
、

元
輔

・
輔
親

・
長

能

・
恵
慶

・
安

法

・
為
基

ら

と
交

友

が
あ

り
、
河

原
院
グ

ル
ー

プ

の

一
人

で
も

あ

っ
た
。
長

保
五

年
五

月

の
道
長
第

歌

合

で
は
嘉
言

と
も
同
座

出
詠

し

て

い
る
。

ま

た

御
堂

関
白
記

寛

弘

二
年
四

月

四
日

の
条

に
は

「
兼
澄

朝
臣

文
千
余

巻
献

」

の
文
字
が

み
ら

れ
、

蔵
書

家

で
も
あ

り

漢
詩

文

に
も

造
詣

深

か

っ
た
様
子

〈源

兼
澄
集

〉

庭
な

る
橘

の
本

に
ほ
と

、
き
す

の
声

ま

つ
こ

ろ

〈和
泉
式
部
集
〉

が
推
察

さ

れ
る
。

帥
宮

と

の
関
係

は

、

こ
れ
以
外

に
は
さ
し

た

る
資
料

も
見

当

ら
な

い
が
、

嘉
言

は
長

保
三

年
以
来

弾

正
台
少
忠

と
し

て
弾

正
サ
為
尊

親
王

の
下

に
在

っ
た

、
帥

の
宮

は
為
尊
親

王

の
弟

で
あ

り

、
「
軽

々
」
N
大

鏡

)
と
評

さ

れ

る
美

貌

の
好
色

漢

な

が
ら
し

ば
し

ば
自

ら
詩
会

を
催
す

な
ど
風

雅

の
人

で

も
あ

っ
た
。
花

山
院

は

こ

の
異

母
弟

の
宮

兄
弟

と
、
大

そ
う

厚

い
交

情
を

交

さ
れ

た
と

い
う

。

嘉
言

は
花

山
院

へ
も

出
入

り
し

た
よ
う

で
も

あ

り
、

こ
う
し

た
関

係

か
ら

推
し

て
嘉

言
が
帥

宮

に
接
す

る
機

会
も

自

ら
得

ら
れ

た

の

で
は

な

か

っ
た
か
と
思

わ

れ
る
。

更

に
ま

た
、
後

に
述

べ
る
和

泉
式

部

と

の
交
友

も
あ

る

い
は

こ
う
し

た
宮

兄
弟

と

の
関
係

に
由
来

す

る
も

の

で
は
な

か

っ
た

か
と
推

察
す

る

の
で
あ

る
。

家

集

93
-
95

に
左

の
三
首

が
あ

る
。

ほ
と

・
き
す

た
ち

は
な
の
も
と
に
て
ま

つ

た
ち
は
な

の
あ
た
り
は

さ
ら
し
ほ
と

・
き
す
か
た
え

に
す
く

る
時
な

し

く
ら
き
夜
ま

つ

夜

は
く

ら
し

ふ
け

に
は

ふ
け

ぬ
ほ
と

・
き
す

あ
な
お

ほ
つ
か
な

=
戸
も
な
け

山
さ
と
に
Φ
き
て
ま

っ

た
れ
か
ま

つ
ゆ
き
て
き
く
ら
ん

ほ
と

・
き
す
ま
た
よ

に
ふ
り
ぬ
よ

は
の

一
こ
ゑ

同

歌
題
を

他

の
私
家

集

に
求

め

る
と
、

兼
澄
集

・
長

能
集

・
和

泉
式

部

集

か
ら
次

の
如

き
歌

が
抽

出
さ

れ
る
。

く
ら
き
夜

ほ
と

ゝ
き
す

ま

つ
こ

ゝ
ろ

く
ら
き

よ
は

み
れ
と
も

み
え
す
時
鳥

い
つ
く
計

に

〈藤
原
長
能
集

〉
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く
や
し
く
そ
花
橘
を
う

へ
て
け

る
山
郭
公

を
と

つ

れ
も

せ
す

く

ら
き

夜
ま

つ
こ
ろ

く
ら
き
夜

に
わ
か
ま
ち

か
ね

つ
時
鳥

た
と

る
く

も
は

つ
ね
き
か
せ
よ

ま

た
郭

公
を
き

・
に

い
く
心
を

ほ
と

・
き
す
初
音
き

・
け
む
山
道

に
あ

ひ
さ
そ
は

れ
ぬ
身
を
そ
う
ら
む
る

鳴

て
き
ぬ
ら
ん

た
ち
花

の
も

と
に
て

(
マ

マ

)

こ
こ
に
し
て
ま
ち

こ

・
う

み
む
旅
鶴
花
橘

の
か
を

に
く

し
と
や

ほ
と

ゝ
き
す

の
声
を

山

へ
に
た

つ
ね
に

い
く

を
聞
て

郭

公
き

・
つ
と
き
か
は
そ

の
山
の
ふ
も

と
に
わ
れ

は

い
ゑ
ゐ
し

つ
へ
し

か
た
ら

ふ
人

の
も

と
に
五
月

の
こ
ろ
ほ
ひ

い

き
た
る

に
暗
夜

子
規
待

と

い
ふ
題
を
よ
ま
す

れ
は

19
月

み
つ

・
待

た
に
有

を
ほ
と

ゝ
き
す
な

そ
や
ね
な

ん
と
思

ひ
け

る
哉

長
能
集

の
詞
書

か
ら
、

親
し

い
人

の
も

と

に
集
う

て

の
詠
作

と
み
ら

れ

る
。

詠

歌
年

次
は
不

明

で
あ

る
が
、
兼

澄

・
長
能

・
嘉

言
ら

の
和
泉

式
部

を
ま

じ
え

て

の
五

月

の
雅

交

で
あ

る
。

扱

、
嘉
言

の
長
能

と

の
関
係

に

つ
い
て
少
し

み
て

お
き

た

い
。
家

集

に

は
特

に
二
人

の
関
係

を

示
す
も

の
は
無

い
。

し

か
し
袋

草
紙

の
、能

因

.長

能

の
師

弟
関

係
を

結

ぶ

一
文

に

能

因
言

、
和

歌
何

様
河

読

候
哉
。

長
能

云
、

山

ふ

か
み
落

ち

て
積

れ

る
紅

葉
ば

の
か

わ
け

る
上

に
し
ぐ

れ

ふ
る

な

り

如
批

可
㍑詠
と
云

々
。

自
批

為

師
。

侃
玄

々
集

多

入
顎
能

歌
也

。

予
深

之
件

歌
嘉

言
歌
也

。

伍
以
後

誰

歌
為
燈

哉
。

若

口
伝
僻

事
敦

。

と
あ

り
、

こ
れ

に

つ

い
て
犬
養
廉

氏

は
次

の
如
く
述

べ
ら
れ

る
。

事
は
些
か
臆
測
に
類
す
る
が

(中
略
)
江
談
抄
第
五

「斉
名
者
正
通
弟
子
事
」
に

「為
憲
集
云
、
順
以
家
集
不
付

一
弟
子
正
通
付
我
…
」
と
見
え
る
、
こ
れ
は
源
順

の
第

一
の
弟
子
正
通
に
対
し
て
、
後
進
為
憲
も
亦
同
門
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
。
長
能
に
対
す
る
嘉
言

・
永
榿
の
関
係
も
同
様
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

嘉
言
が
長
能
の
弟
子
と
し
て
既
に
功
を
積
ん
で
い
た
と
見
る
の
は
妄
断
で
あ
ろ
う

か
。

長
能

の
示

し
た
歌

は
確

か

に
嘉
言

の
作

で
あ

る
。

詞
書

は
無

い
が
、
家

集

塒

に
収

っ
て

お
り
、

詞
花
集

・
玄

々
集

に
も

入
集

し

て

い
る
。

そ

の
歌

風

か
ら

み

て
も

或
は
犬
養

氏

の
述

べ
ら

れ
る
如

く
、

長
能

と
師

弟
関

係

に

あ

っ
た
と

み
る

の
が
妥

当
か

も
知

れ
な

い
。

長
能
は
、
天
延
二
年
三
月
の

一
条
中
納
言
為
光
家
歌
合
以
来
し
ば
く

歌
合

の
席

に
連

っ
た

が
、
中

で
も
寛

和

二
年
六

月
十

日
内

裏
歌

合

に
は
、

公
任

に
御

し
て
右

の
講

師
を

つ
と

め
、

又
、
拾

遺
抄

に
も
六
首

入
集

を
見

る
な

ど
当
時

に
於

け

る
歌
壇

的
地
位

は

相
当
高

か

っ
た
よ

う

で
あ

る
。

花

山
院
東

宮
時

代

か
ら

の
側
近

で
あ

っ
た

こ
と
は
言
う

ま

で
も
無

い
が
、
説

話

の
伝
え

る
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば
或

は
歌

の
好
敵

手
道

済

と
歌

を
合

わ

せ
て

争

い

(
俊

秘
抄

)
、

さ
ら

に
は

一
首
を

公

任

に
椰
楡

さ

れ
た
為

に
憂

悶
不

食

と
な

っ
て
遂

に
死

に
到

っ
た

と

い
う

和
歌

扁
執

の
者

で
あ

っ
た

(
袋
草
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紙

)
。

な

お
、

兼
澄

と
親
交

の
あ

っ
た
事

も

二
人

の
家
集

に

よ
り
知

ら
れ

る
。嘉

言

が
花
山
院

の
も

と
に
出

入
り

し

た
ら
し

い
事

を
証
す

る
資

料
と

し

て
、
家

集

に
次

の
三
首

が
あ

る
。

花
山
院
に
て

三
首

あ
る
し
の
女
と
も
の
い
ふ
ほ
と
に
こ
と
ね
り
わ
ら
は
の
ね
ふ
り
た
る
所

蜘
あ
き
の
よ
を
ね
て
の
み
君
に
お
く
れ
ぬ
は
め
は
こ

・
う
に
も
か
な
は
さ
り
け
り

な
く
な
り
た
る
人
の
い
ゑ
あ
り
す
な
は
ち
そ
の
人
か
は
ね
に
な
り
に
け
り

血
ほ
と
も
な
く
け
ふ
は
か
は
ね
と
な
り
に
け
り
あ
は
れ
は
か
な
き
ゆ
め
の
よ
な
り

や

お
き
な
み
つ
く
む
所

醜
そ
こ
ゐ
な
き
い
は
ゐ
の
し
み
つ
君
か
よ
に
い
く
た
ひ
み
つ
は
く
ま
む
と
す
ら
む

m
は
何

か

の
物
語

絵

の
歌

で
、

m
は

六
道
屏

風
絵

の
歌

、

醜
は
桧

垣
伝
説

を
絵

に
し

た
屏
風

の
歌

で

で
も
あ

ろ
う

か
。

花
山
院

と

の
個

人
的

な
歌

の

つ
な

が
り
を

示
す

も

の
と

い
え
る
。

通

説

に
従

っ
て
考

え
れ

ば
、
拾

遺
抄

に
入
集

の
無

い
嘉

言

が
拾

遺
集

に
三
首

入
集

し
て

い
る

こ
と
も

、
花

山
院

と

の
何

ら
か

の

つ
な

が

り
を
暗

示
す

る
よ
う

に
思

う
。

院

の
生
活

の
大
き

な

要
素

を
占

め
て

い
た
詠

歌

の
分
野

へ
の
参

加

は
、

や
は

り
長
能

と

の
関

係

に
起

因
す

る

も

の
と
思

わ
れ

る
。

家
集

伽

ー
魏

に
か
け

て

一
連
十

一
首

の
屏
風

歌

が
あ

る
。

そ

し

て
、
ま

、が
鼻
な

く
同

じ
屏

風

の
た

め
に
詠

ん
だ

と
思
わ

れ
る

一
連

の
歌

が
道
済

集

・
和

泉
式

部
集

に
も

み
ら
れ

、
そ

れ
が
権
中

納

言
殿

の
屏
風

歌

で
あ

る

こ

と
を

知

る
。

四

季
絵

の
屏

風
歌

で
あ

る
。

少

々
長
く

な
る

が
、
三

者
を

対
比

し

て
み
る

と
次

に
記

す
如

く

で
あ

る
。

屏

風
絵

に
対
す

る
視

点

や
表
現

は
、

三
者
微

妙

に
異

っ
た
面

を
見

せ

て

い

る

が
、

同

一
の
屏
風

絵
を

詠
ん

で

い
る

こ
と
は
自

ら
明

ら

か
で
あ

る
。

源
道
済

集

は

「
類

從
本

」

に
よ
り
、

和
泉

式
部
集

は

「
松
平

文
庫
本

」

に
よ

っ
た
が
、
和

泉

式
部
集

で
は
屏
風

歌

の
部
分

は
重

出
歌
を

含

む
た

め
、

後
出

部

の
整
理

さ
れ

た

鮒
ー
脳
番

に
至

る

一
連
十

五
首

の
方
を

.引

い
た
。

な

お
、
詞
書

の
対

比

を
容
易

な
ら

し

め
る
た

め

に
、
便
宜

上
、

部
分
的

に

歌
順

を
変

え

て
排

列

し
た
。
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〈大
江
嘉
言
集
〉

屏
風

の
歌
あ
る
し
ま
ろ
う

と
花
み
る
所

慨
は
な

の
木

を
や
と
に
ほ
り
う

へ
て
は
る

こ
と
に
め

つ

ら
し

と
お
も

ふ
ひ
と

に
あ

ふ
か
な

〈源

道
済
集
〉

権
中
納
言
の
御
屏
風
歌

81
花

の
き
を
風

に
ま

か
せ
て
わ
か
宿

を
尋

ぬ
る
人
に
あ

は
ぬ
日
そ
な
き

82
か

へ
る
さ

は
花

の
盛

に
成

に
け
り
お
も
ふ
事
な
き
た

〈和
泉
式
部
集

〉

権
中
納
言

の
屏
風

の
う

た
さ
く
ら
さ
き
た
る

い

ゑ
に
ま
ら
う
と
お

ほ
か
り

鮒
う

へ
し
う

へ
は
か

・
れ
と
そ

か
し
桜
花

み
に
と
て

こ

そ
は
人
の
き

つ
ら
め

蹴
春

こ
と
の
花

の
盛
を
音
に
き
く
人

の
き

ゐ
て
は
な
か

ゐ
せ
ぬ
な
し



む
ま

に

の
り
た
る
人

二
三
人
は
か
り
桜

の
花

の

も

と
を
す

く
し
り

に
ゆ

く
人
花
を
か

へ
り

み
る

鵬
よ
そ
な

か
ら

み
て
や
す
き

か
し

さ
く

ら
は
な
我

ひ
と

り
ゆ
く

み
ち
に
し
あ
り

せ
は

霞

山
花
を

・
し
む

捌
あ
す

ま
て
も
あ
り
け
な
か
り
し
山
さ
く
ら
か
す

み
の

う
ち

に
ち
り
や

は

つ
ら

ん

女

な
て
し

こ
を

み
る
所

伽
こ

・
ろ
あ
ら
む
人

に
み
せ
は
や
あ
さ

つ
ゆ
に
ぬ
れ
て

は

ま
さ
る
な
て
し

こ
の
は
な

五

六
人
ふ
ち

の
は
な
を

み
る

伽
い
ゑ

こ
と
に

お
り
は
か

は
ら
し
ふ
し

の
は
な

ま

っ
に

ち
と
せ
を

か
け

て
こ
そ

み
め

む
ま
に

の
り

た
る
人
二
三
人
か
す
か
な
る
山

み

ち
を
ゆ
く

は
し
あ

り

枷
ゆ
き

か
え
り
わ
た
り
し
は
し
も
う
せ

に
け
り

い
く

と

せ
に
か
は
み
て
は
な
り
ぬ
る

む
ま
に

の
り
た
る
人

二
人

と
を

る
山
を

こ
ゆ

伽
ふ
も

と
に
て
そ
ら
を
み
え

つ
る
む
ら
く
も

の
ふ
む

は

か
り
に
も
な
り
に
け
る
哉

ひ
に
も
有

か
な

か
す

み
た

つ
山
さ
く
ら

83
き

の
ふ
よ

り
散

と
そ
み
え
し
山
桜
今
朝

は
霞

の
た
ち

へ
た
て

つ

・

艇
み
そ

め
て
は
帰

ら
さ

ら
ま
し
常
夏
に
恋
し
き
人
を

こ

さ

せ
て
し

か
な

五
六
人
は
か
リ
松

の
木

の
下
に
あ
り
ふ
ち

の
花

咲
た
り

86
常
盤
な
る
松

に
か

・
れ
る
藤

な
れ
は
散

と
も
千
世
は

た

の
も
し
き
哉

馬
に

の
り
た
る
人
み

た
り
す
く

か
け
は
し
あ
り

85
心
し
て

こ
ま
は
ゆ
か
な
ん
あ
し
引

の
山

の
か
け

は

し
苔

お
ひ
に
け
り

87
峯

に
た
に
ま
た
登
ら
ぬ
に
日
は
暮

ぬ
月
は
出
な
ん

こ
え
や
は

つ
る
と

。。oo
吹

風
に

い
ま
は
さ
や
か
に
成

に
け
り
秋
と
き

こ
ゆ

さ
く

ら
か
り
に
あ
ま
た
ゆ
く
人
あ

る
山
を
す

く

脇
あ

る
か
き

り
心
を
と
め
て
す
く
る

か
な

は
な
も
み
し

ら

ぬ
こ
ま
に
ま
か
せ
て

山
の
か
す

み
花
を
か
く
す

鰍
は
な
く

と
人
に
み
え
な
む
立
く
も
る
霞

の
う

ち
に

風
も

こ
そ
ふ
け

な
て
し

こ
お
ほ
か
る
い
ゑ
を
な
か
め
て
ゐ
た
り

瓢
咲
し
よ
り
み

つ

・
ひ
こ
ろ

に
成

ぬ
れ

と
猶

と
こ
な
うつ

に
し

く
物

そ
な
き

ま

つ
に
ふ
ち

の
か

・
り
た
る
所
人

書
お
ほ
く
よ

り
て

み
る

鄭

ふ
ち
な

み
の
た
か
く
も
松
に
か

・
る
哉

す
ゑ

の
な
み

こ
す
な

こ
り
成

へ
し

鄭

こ
と
は

ふ
ち
ぢ

ら
て
千

と
せ
を
す
く
さ
な
ん
松

の
と

き
は
うに
き

つ

・
み
る

へ
く

た
ひ
人
山
を
く
る
み
ち
に
は
し
あ

り
く
ち
や

ふ

れ
た
れ
は
わ
た
り
わ

つ
ら
ふ

此
歌
萄
二
ア
リ

鮒
し
は
く
ち
て
よ

る

へ
き

み
ち
も

な
か
り
け
り
み
ね
よ

り
わ
た
る
雲
な
ら
す
し

て

.

と
を
き
山
を
うひ
と
り
ゆ
く

髭
歌
請
二
有

蹴
こ
し
か
た
は
や
え

の
白
雲

へ
た
て

・
き

い
と

・
山
路

の
は
る
か
な

る
哉

人
の
家
に
琴
ひ
き
笛

ふ
き

て
あ
そ

ひ
し

た
り

圓
ひ
く

人
の
み

・
さ

へ
さ
む
き
秋
風

に
ふ
き
あ

は
せ
た
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山
さ
と

の
も

み
ち
を

鵬
山
さ
と

の
人
も

お
し
ま

ぬ
も

み
ち
葉

も
お
な
し
お
り

に
そ
ち
れ

は
ち
り
け

る

う

み

の
き

し
な
る
ま

つ
に

つ
た

の
も
み
ち

か

、

れ

り

拗
神
無
月

か

・
れ
る

つ
た

の
も

み
ち
ゆ

へ
ま

つ
に
と
き

は

の
な
に
や

し
た
か
は

む

う

み

つ
ら

に
松

の
は
や
し

の
う

ち
に
人

の
い
ゑ

あ

り
ぬ
し
な

し

m
山
さ
と

の
や
と

は
あ

る
し
も

み
え

ぬ
か
な

い
つ
れ

の

う

ら

の
あ

た
り
な

る
ら
ん

た

ひ
人
ゆ
き

の
う

ち
に
た
か
を
す

ゑ
た
り

32
く
さ
ま
く

ら
た

ひ
に
た
ひ
に
た
か
を

そ
し
ゑ
て
け
る

ー
み
ち
ゆ

き
ふ
り

の
と
も

や
た

つ
ら
ん

る

ふ
え

の
こ
ゑ
哉

山
里

に
人
家
あ
り
も

み
ち
は

つ
か
に
み
は
や
し

に
霧

た
ち

こ
め

て

89
嵐

の
み
吹

山
里

の
も

み
ち
は
を
き
り
た
ち

こ
め

て
く

る
人

の
な
さ

海

の
ほ
と
り

に
松
あ

り

つ
た
も
み
ち
か

・
れ
り

90
紅
葉
し

て
松

に
か

・
れ
る
蔦
み
れ
は
か
く

て
千
年

の

秋
そ
し

ら
る

・

91
松
を

の
み
巡

り
て
あ

ま

の
う

へ
た
れ
は
千
世

の
住
家

と
思

ふ
な

る

へ
し

92

こ
ま
な

め
て
か
り
そ
め
と
行
は
朝
ほ
ら
け
松
風
寒
く

雪
降

り
に
け
り

権

中
納

言

が
果

し

て
誰

か
、

明
確

で
は

な

い
が
、
道

済
集

の
排
列

か
ら

杉

崎

・
五

島

両
氏

は
、

長
保

三

年
頃

の
詠
作

、
権

中
納

言

は
藤
原

斎
信

で

は
な

い
か

と
見

て
お

ら
振
び

。
清

水

文
雄
氏

の

「
定

頼
」

と
さ

れ
る

の
は

時

代
的

に

み
て
無

理

で
あ

磐

ヅ
。

と
に

か
く
嘉

言

が
和
泉
式

部

・
道
済

に

御

し

て

の
詠

作

で
あ

る
。

道
済

は

以
言

の
弟

子

で
後

に

一
双
を
う

た

わ
れ

た

(
江

談
抄

)
す
ぐ

れ

た
詩

人

で
あ

っ
た

が
和

歌

面

で
も

活
躍
し

三

百
余

首
も

の
家

集

を
残
す

と

る
ふ
え

の
こ
ゑ
哉

脚

ふ
え

の
ね
は
も

み
ち
を

ふ
[
〕

あ
ら
ね
と
も
響

に
え

た
も
う

こ
く

へ
き
哉

人
も

な
き
山

へ
に
も

み
ち

ふ
り
し
け
り

鵬
ち

り
ち
ら
す

み
る
人
も
な
き
山
里

の
紅
葉

は
や
み

の

に
し
き
成
け

り

松

の
木

に
つ
た

の
も

み
ち
か

・
り
た
り

蹴
も
み
ち
す

る

つ
た
し
か

・
れ

は
を

の

つ
か
ら
ま

つ
も

あ
た
な
る
名

こ
そ
立

ぬ

へ
き

は
ま

つ
ら
に

い
ゑ
あ

る
所
有
あ

ま
人
も

み

へ
す

鰻

い
つ
か
た

の
風

に
さ

は
り

て
あ

ま
人
の
あ
ま
の
と
ま

や
を
あ

ら
し
は

つ
ら
ん

雪

い
み
し
う

ふ
り

た
る
に
た
か
す

へ
た
る
人
有

臨
空
に
た

つ
鳥
た

に
み
え
ぬ
雪
も

よ
に
す

、
う
に
た
か

を
す

へ
て
け

る
哉

い
う

、
文

字

通
り
和

漢

兼
才

の
文

人

で
あ

っ
た
。

嘉

言

と
は
翰

墨

の
先

輩

後
輩

の
関

係

で
も
あ

り

、
特

に
和
歌

を
通

し

て
は
親

し
む

機
会

も
多

か

っ

た

の
で
あ

ろ
う
。

道

済

と
和
泉

式
部

の
交

流
も

両
者

の
家

集

か
ら
知

る
事

が
出

来

る
。

ま

た
、
嘉

言

と
和
泉

式
部

の
交

友

に

つ

い
て

は
、
次

の
二
首
を

も
拾
う

こ
と
が
で
き

る
。
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〈大
江
嘉
言
集

〉

花
心
し

つ
か
な

ら
す

さ
か
ぬ
よ

に
ち

る
ま

て
は
な
に

つ
け
た

れ
は
は
る

の
心

の
そ
ら

に
も
あ

る
か
な

は
る
の

こ
ま

つ
み
と
り
を
ま
す

ち
よ
ま

て
は
か
は
ら
さ

る

へ
き
ま

つ
な

れ
と
は
る
は
み
と
り

の
ふ
か
く
そ
あ

り
け

る

〈和
泉
式
部
集
〉

花

の
時
心
不
静
雨

の
中

に

松
緑
を
ま
す

と

い
ふ
こ
こ
ろ
を

人

の
よ

む
に

の
と
か
な

る
を

り
こ
そ
な
け
れ
花
を

思
心

の
う

ち
に
風

は
ふ
か
ね
と

松

は
そ
の
も

と

の
い
う

た
に
有
物

を

す

へ
て
み
と
り
も
は
る
は

こ
と
な
り

歌

題

の
表
現

は
、

い
く

ら

か
異

っ
て

い
る

が
、
同
じ

場

で
詠

ん
だ
も

の
と

見

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

ま

た
道

済

と
同
座

し

て
詠

ん
だ

と
思
わ

れ
る

も

の
と
し

て
次

の
歌

が
あ

る
。

〈大

江
嘉

言
集
〉

い
ゑ

の
は
な

に
む
か

ひ
て
の
べ

を
お
も

ふ

78
我
や
と

の
た
め
し

は
か
り

の
は
き
を

う
ゑ

て

本

ソ
ラ
ニ
サ
力
く

ア
キ
ヲ
シ
ル
力
ナ或

本

八

月
十
五
夜

79

こ
と
な
り
と

い
ひ
ふ
る
し
た
る
あ
き

の
よ

の
な
か
き

こ
よ

ひ
の
月

は
つ
き

〈
源
道
済
集
〉

八
月
十
五
夜
左
衛
門
督
殿
に
て

㎜
大
空

の
つ
ね
よ
り

ひ
ろ
く

み
ゆ
る
哉

ち
れ
る
雲
な
く

て
り

み
て
る
月

同
殿
に
て
思
野
花
と
云
題
を

川
秋

の
野

は
ゆ
き
て
は
み
ね
と
思
ひ
や

る
心
の
う

ち
に
花
そ
咲
け
る

ま

た

、 か
は

〈大

江
嘉

言
集
〉

よ

ふ
か
く

ほ
と

・
き
す

き
く

91
な

つ
の
よ
を
ま

た
せ
　

て
ほ
と

・

き
す

た

・
ひ
と
こ
ゑ
に
な
き
わ
た
る

な
り

う

の
は
な
を

た
つ
ぬ

92
う

の
は
な
を
た

つ
ぬ
る

ほ
と

に
や
ま

か

つ
の
あ
ひ
し
る
人
に
な
り

に
け
る

か
な

〈源
道
済
集

〉

或
所

に
て
聞
郭

公
よ
し
よ
み
し

に
お
や

の
服
な
る

と
し

に
て

鈎
い
に
し

へ
に
こ
と
に
も
有

か
な
郭
公

物
思

ふ
時
は
声

か
は
り
け

り

卯
花
を
た

つ
ぬ

35
卯
花

の
咲
る
あ
た
り
を
尋
ぬ
れ
は
し

ら

ぬ
や
と
を
も
し
り
ぬ

へ
き
哉

前
者

は

、
道
済

集

の
詞
書

か
ら
左

衛
門

督
殿

の
邸

で
の
詠
作

と
知

ら
れ

る
。

歌

順

が
両
者

入
り
替

っ
て

い
て
や

・
表

現
が

異
る
け

れ

ど
、
同
機

会

の
作

と

み
て
さ

し

つ
か
え
あ

る
ま

い
。

杉
崎

、
五
島

両
氏

は
共

に
寛

弘
五

六
年
頃

の
詠
作

と

さ
れ
、

左
衛
門

督
は

寛

弘
五
年

と
す

れ
ば

公
任

、
六

年

と
す

れ

ば
頼
道

と

な
る

の
で
、

こ
の
二
人

の
中

い
ず

れ
か

で
あ

ろ
う

と

述

べ
ら
れ

る
。

図

書
寮

本
道

済
集

の
書

入
れ

に
は

「
公
任

卿
也

」

と
あ

る
。

い
ず

れ

に

せ
よ
、
秋

の
夜

の
左
衛

門
督

・
道

済

・
嘉

言

ら

の
雅
交

の

一
端

を

示
す

も

の
で
あ

る
。
後

者

は
夏

の
夜

の
交

友

で
あ

ろ
う
。

さ

て
、
能

因
を

加

え
て

の
交
友

を
物

語

る
も

の
と
し

て

次

の
歌

が

見
出

さ
れ

る
。
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〈大

江
嘉
言

集
〉

夏
く
も

り
夜

の
月

〈
源

道
済
集
〉

夏
夜
三
首
思
深
夜
月

〈能
因
法
師

集
〉



な

つ
の
よ

の
月
は
宵

に
て
あ
け

ぬ
る
を

に
し

な
る
山

の
た
か
く
も
あ
る
か
な

夜

と
こ
な

つ
を
お
も

ふ

あ
け
ぬ
れ
は
色
く

に
あ
る

と
こ
な

つ
の
よ
る
は
に

し
き

の
は
な

に
そ
有
け

る

ふ
ゑ
を
き

・
て

さ
よ

ふ
か
み
は
る
か

に
ふ
ゑ

の
き

こ
ゆ
な
る

い
つ

よ
た
れ

か
ま

つ
ね
な
る

ら
ん

雲
は

れ
て
夜
も
更

ぬ
ら
し
月
影

の
の
い
る
を
も

み

・

や

・
ま

む
と
す

覧

夜
思
墾
麦

よ

の
程

に
さ
き

や
し
ぬ
ら
ん
常
夏

の
花

の
盛

は

い

こ
そ

ね
ら
れ
ね

聞
村
笛

お
き
ゐ
つ
・
ね
さ
め
の
み
す
る
頃
に
し
も

よ
深
き
ふ
え

の
声
を
聞
哉

道
済
集

に
は

「
夏
夜

三

首
」

と

あ

っ
て
、

「
深
夜

」

と

「
く
も

り
夜

」

の
相

違

が
あ

る

が
他

は
大

体

同
じ

で
あ

る
。

ま

た

、
能

因
法

師
集

で
は

、

一
首

の
み

の
記
載

で
あ

る
が

、
そ

の
詞
書

か
ら

道
済

宅

に
集
う

て

の
も

の

と
し

ら

れ
、
や

は
り

同
夜

の
も

の
と
思

わ

れ
る
。

そ
し

て
左

注

に
そ

の
夜

の
詠
作

中
能

因

の
こ

の
歌

が
最

も

賞
讃

を
あ

び
た
由

を
記

す
。

能

因
法

師

集

の
排

列

か
ら

十
八

才
頃

の
作

、

寛
弘

三
年

頃

か

と
犬
養

氏

は
推
定

さ

れ

る
。

し
か

し
、
道

済

集

の
排
列

か
ら

は
寛

弘
五

、

六
年
頃

と
み

て
妥

当

な

位
置

に
属

し

て

い
る
。

検
討

を
要

し

よ
う

。

嘉

言

と
能
因

の
交

友

は
、
能

因

法
師
集

に
左

の
如

き

贈
答

を
収

め
る

こ

と

に
よ

っ
て

そ

の
あ

ら

ま
し

を
知

り
う

る
。

嘉
言
あ
つ
ま

へ
く
た
る
と
て
を
く
り
し

な
か
月
は
た
ひ
の
そ
ら
に
て
く
れ
ぬ
へ
し
い
つ
こ
に
し
く
れ
あ
は
ん
と
す
ら
ん

か

へ
し

あ
つ
ま
ち
は
い
つ
か
た
と
か
は
お
も
ひ
た
つ
ふ
し
の
た
か
ね
は
雪
ふ
り
ぬ
ら
し

長
楽
寺
に
て
人
々
故
郷
霞
心
よ
む
な
か
に

わ
た
り
つ
る
み
つ
の
な
か
れ
を
た
つ
ぬ
れ
は
か
す
め
る
ほ
と
や
み
や
こ
な
る
ら

ん

嘉

言

後

・

あ
め

の
夜
と

こ
な

つ
を
思
心
、

み
ち
な

り
か

い
へ

に
て
人
く

よ
み
し
に

20

い
か
な
ら

ん
こ
よ
ひ

の
雨
に
と

こ
な

つ
の
け

さ
た

に

つ
ゆ

の
お
も
け
な

り

つ
る

其
夜
人

ー
、
以
此
歌
為
第

一
莫

山
た
か
み
み
や

こ
の
は
る
を

み
わ
た
せ
は
た

・
ひ
と
む
ら
の
か
す

み
な
り
け
り

正

言

"
そ

に
て
そ
霞

た
な
引

ふ
る
さ
と

の
み
や

こ
の
は
る
は
み
る

へ
か
り
け
る

み

つ
か
ら

嘉
言

つ
し
ま
に
な
り
て
く
た
る
と
て
津

の
く

に
の
ほ
と
り
よ
り
か
く

い
ひ

を

こ
せ
り

い
の
ち
あ

ら
は

い
ま
か

へ
り

こ
ん
津

の
く

に
の
な
に
は
ほ
り
え

の
あ
し

の
う

ら

葉

に
か

へ
し

な
に
は
え

の
あ
し

の
う

ら
は
も
今
よ
り
は
た

・
す

み
よ

し
の
ま

つ
と
し
ら
な
ん

嘉
言

つ
し
ま

に
て
な
く
な

り
に
け
り
と
き

・
て

36
あ

は
れ
人
け

ふ
の
い
の
ち
を
し

ら
ま

せ
は
な
に
は

の
あ
し

に
ち
き

ら
さ
ら
ま
し

お

そ

ら

く

こ

の
他

に

も

幾

多

の

贈

答

が
交

さ

れ

た

こ

と

と

思

う

が

、

詞

書

か

ら

現

在

知

ら

れ

る

も

の

は

こ

れ

だ

け

で

あ

る
。

能

因

と

は
、

兄

の
正

言

を

も

交

え

て

の
親

交

で

あ

っ
た
。

そ

の
交

情

は
嘉

言

が

対

馬

に

没

す

る

ま

で

続

き

、

そ

の

死

を

い
た

む

歌

に

は

深

い

哀

感

が

あ

る

。

能

因

は

、

後

に
玄

々
集

に

嘉

言

の

歌

を

四

首

、

正

言

の

歌

を

二

首

い

れ

て

い
る

。

能

因
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の
学
生

時
代

、

正
言

、
嘉
言

共

に
学
曹

に
お
け

る
先
輩

で
あ

っ
た

こ
と
や

長

能

と

の
関

係

か
ら

、
能

因

が
近
ず

く
も

の
と
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

な

お
、
道

済

と
能

因

の
関

係

に

つ
い
て
は
犬

養
氏

の
論

考

に
詳
述

さ

れ
て

い

る
。河

原
院

に

つ
い
て

「
拾

芥
抄

』

「
中

・
第

二
十
諸

名
所
部

」

に
は

六
条

ノ
坊

門
南
萬

里
小
路
東
八
町
云
云
、融
大
臣
家
、
後
寛
平

河
原
訴

皇
御
所
(量
ハ童

本
四
町
京
極
酉

量

ハ養

と
記

さ
れ

る
。

河
原

の
院

は
も

と
左

大
臣

源
融

の
有
名

な

旧
宅

で
あ

っ
た

が

、

一
条
朝

当

時

は
す

で
に
荒
廃

に
帰

し

て

い
た
。

道

済

・
兼
澄

・
能

因

ら

が

こ
の
風
流

文
雅

の
交
流

の
場

で
あ

っ
た

河
原

院

に
集

う

人

々
で
あ

っ

た

こ
と

は
、
そ

の
家
集

や

詩
文

か

ら
知
ら

れ

る
が
嘉

言

に
も
家
集

39
に
左

の
歌

が
あ

る
。

ま

た
同
歌

は
後

拾
遺
集

の
入
集

歌

で
も
あ

る
。

河
原
院
の
あ
れ
た
る
よ
し
な
る
へ
し

39
さ
と
人
の
く
む
た
に
今
は
な
か
る
へ
し
い
は
ゐ
の
し
み
つ
み
く
さ
ゐ
に
け
リ

詞
書

は
編
者

の
補

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う

が
、
嘉

言

も

河

原

院

に

出

入

り

す
る

、
い
わ
ゆ
る
河
原
院
グ

ル
ー

プ

の

一
人

で

は
な

か

っ
た

か
と
思

わ

れ
る
。

兼
澄

や
道

済
は

、
当
時

河
原

院

の
中

心

人
物

で
あ

っ
た
安

法

と
親
交

が
あ

り
、
或

は
ま

た
恵
慶

.
元
輔

・
輔
親

ら

と
も
交

流

が
あ

っ
た
。

能
因

は
安

法

没
後

も
安
法

女

の
世
話

役

を

つ
と
め

て

い
る
。

さ
て
前

述

の
嘉
言

の
歌

は
、
次

に
記
す

今
昔

物
語

の

一
文

に
も
記

さ

れ

て

い
る
。

こ
の

一
文

は
附

会

や
誤
り

を
多

く
含

む

が
、
全
体

と
し

て
文
人

た
ち

の
往
時

の
雅
交
を

し

の
ば
せ
る

に
足

る
。

そ

の
後
半
部

を
記

し

て

み
よ
う

。

盆

日
物
語
巻
第
二
十
四
於
河
原
院
歌
読
共
来
リ
テ
読

二
和
藝
語
第
四
十
六

(前
半
略

)

西

の
台

ノ
西
面

二
昔

ノ
松

ノ
大

ナ
ル
有

ケ
リ
。
其

ノ
間

二
歌
読
共
、
安
法

ノ
居

ノ

房

二
来
テ
歌
ヲ
読

ケ
リ

古

曽
部
ノ
入
道
能
因

ト
シ
ワ

レ
バ
カ

ハ
ラ

ニ
松

ハ
オ
イ

ニ
ケ
リ
子
日

シ
ツ
ペ
キ
ネ
ヤ
ノ
ウ

へ
力
ナ

ト
。
□

ノ
善
時

サ
ト
人
ノ
ク

ム
ダ

ニ
今

ハ
ナ
力

ル
ベ
シ
イ
タ
ヰ

ノ
シ
ミ
ヅ
ミ
グ

サ
ヰ

ニ
ケ
リ

ト
。
源
道

済

ユ
ク

ス

エ
ノ
シ
ル
シ
バ
力
リ

ニ
ノ

コ
ル
ベ
キ
松

サ

ヘ
イ
タ
ク

オ
ヒ

ニ
ケ
ル
力
ナ

ト
。
其
後
、

此
院
弥

聖
荒

レ
増
テ
其

ノ
松

ノ
木

モ

一
ト

セ
風

二
倒

レ
シ
力
バ
人

ー
哀

レ

ニ
ナ

ム
云

ケ
ル
、
其

院
今

ハ
小
サ
キ
宅
共

ニ
テ
堂

計
ト
ナ

ム
語

リ
伝

ヘ
タ

ル
ト

ヤ
。

嘉

言

の
歌
は

、

39
と

一
致

し

空
白

は

「
江
」

、
「
善

時
」

は

「
嘉
言

」

の
宛

字

で
あ

る
。

ま

た
道
済

の
歌

は
、
道

済
集

幽

・
金

葉
三
奏

本

と

も

一
致

し

拾
遺

集

61

の
入
集

歌

で
も
あ

る
。

こ
の
二
首

に

つ

い
て
は
誤

り

は
無

い
。

そ

れ

は
歌

人
達

の
、
今

は
荒

れ
る

に
ま

か

せ
た
廃
院

の
盛

時
を

偲

ぷ
様

を

伝

え
る

に
十
分

で
あ

る
。

嘉

言
も
ま

た

こ

の
院

に
盛
時

を
偲

ぷ

一
人

で
あ

っ
た

に
和

違

な

い
。

四
、

む

す

び

に

か
え

て

以

上
、
詠

歌

活
動

と
交

友

に

つ
い
て
考
察

し

て
き

た
。

嘉

言

は
頻

々

と
歌
合

な
ど

に
連
座

す

る
程

の
歌

人

で
は
無

か

っ
た

が
、
時

に
は
道

長
第

の
歌

合

に
招

か
れ
、

又
、

さ
る
権

中
納

言

の
屏

風
歌

を
詠

む

な

ど
社

会
的

に
は

一
応

の
歌

人

と
し

て

の
位

置

は
保

っ
て

い
た

と
言

え
る
。

そ
し

て
、
個

人
的

に
は
、
花

山
院

を

は
じ

め
帥
宮

敦
道

親

王

・
長

能

・
道
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済

・兼
澄

・
和
泉

式

部

・
能

因

ら

と
歌
を

通
し

て
交
流

が
あ

っ
た

と
言

え
よ

う
。

こ
れ

ら
交
流

の
あ

っ
た

歌
人
達

は
、

一
見

し
て
す

ぐ

わ
か

る
よ
う

に
、

或

は
主

従
関

係

・
師
弟

関
係

、
或

は
恋

愛

関
係

.
血
族

な

ど
、

そ
れ
く

個

々

に
何

ら

か

の

つ
な

が
り
を
持

つ
人

々
で
あ

り

、
長
能

を
除

い
て
は
皆

藤

原
氏

で
な

い
こ
と
も

注
目
を

要

し

よ
う

。

し

か
し
、

長
能

と

て
も
藤

氏

と
は

い
え
花

山
院

に
密

着
し

た
歌

匠

で
あ

っ
て
・
い
わ
ば
時

勢

の
波

に
乗

り

お
く

れ

た

一
歌

人

に
過
ぎ

な

か

っ
た
。

花

山
院

・
帥

宮

が
、

そ

の
身

分

に
比
し

て
恵

ま

れ
な

か

っ
た

こ
と
は

云
う

ま

で
も
な

い
が
、

一
面

か
ら
見

れ
ば

、
時

勢
批

判
的

な
行

動

の
表

れ

と
し

て

歌

に
そ

の
場

を
求

め
た

と
云

わ
れ

る
道

済

に
し

て
も

、
兼

澄
や
能

因

に
し

て
も
官
位

や
出
自

の
上

で
決

し

て
恵

ま

れ
た

人

々
で
は

無

か

っ
た
し

、
嘉

言

も

又
そ

の
例
外

で

は
無

い
。

不

遇
を

か

こ

つ
心

が
、

こ
れ
ら

の
交
友
関

係

の
背

後

に
潜

ん

で

い
た

と

の
臆

測
も

ま

た
成
立

つ
の

で
は
あ

る
ま

い
か
。

世

事

の
煩
累

を

脱
し

、
文
雅

を
求

め
る

と

い
う

共
通

の
姿

勢

が
、
さ

・
や

か
な
心

の
ふ

れ
合

い
と
な

り
、

こ
れ

ら

の
交
友

関
係

と

な

っ
て
表

れ

た
の

で
は

な

か

っ
た
ろ
う

か
。

し

か
し
・

そ
れ

は
純

粋
な

文
学

的

要
因

の
み
に

よ
る
結

合

と
言
う

よ

り
も

、
前
述

の
如
き

そ

れ
/
＼

の
生
活

上

の

つ
な

が

り
と
相
侯

っ
て

、
自
然

に
結

ば

れ
て

い

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

註

1

「
大
江
以
言
考
」
後
藤
昭

雄
氏
(「
平
安

文
学

研
究
」

娼
輯

)

2
尾

原
久
子
氏

「儀
同
三

司
小
考
」

(
「平
安

文
学
研
究

」
44
輯

)

3
目
崎
徳
衛
氏

「能
因
法

師
に
お
け
る

二
、
三
の
問
魑
」

(
「平
安

文
化
史

論
」
所
収

)。

犬
養
廉
氏

「能

因
法
師
研
究

」
(「
国
語
国
文

研
究
」

30

.
35
号

)

4

「女
子
大
国
文

」

(
京
都

女
子
大
、

65
号
)

5
後
藤
昭
雄
氏
前

掲
論

文

、

6

『本
朝
世
紀
』
長
保

元
年
五
月
十

一
日
条

に

「少
録
弓

削
清
言
」

と
あ
る
。

7

「御
堂
関
白
記
』
長

和
二
年
四
月

二
十
七
日
条

「清

言
薩

摩
守

」

(辞
表

の
件

)
と

あ
る
。

8

「小
右
記
』

正
暦
四
年

一
月
二
十
五

日
条
及
び

「本

朝
世
紀
』

同
年
閏

十
月

二
十
六

日
条
。

9

『権
記
』
寛

弘
三
年
二
月
十

四
日
条

「
読
師
寮

允
正
言
」

と
あ
る
。

10
経
歴
は
後
藤

昭
雄
氏

前
掲
論
文

に
よ
る
。

11

「本
朝
文
粋

』

巻
七

「請
召
問
諸

儒
決

是
非
文
章

生
試
判
違

例
状
」

に
文
章
生

で
あ

っ
た
事
が
、
又

「
日
本
紀
略
』
康
保

二
年
三
月
三
日
、
天
禄

元
年
三
月
十
五

日
、
長
徳

三
年

二
月

十
四
日
条

に
小
内
記

で
あ

っ
た
こ
と
を
載
す
。

12

後
藤
氏
前
掲
論
文

26
頁
。

13
二
首

は

「
よ
し

と
き

」
の
み
で
姓

は
記

さ
れ
て

い
な

い
。

14
拾
遺
集
鋤

は
長
徳

二
年
伊
周
左
遷
時

の
も
の
。
珊
は
年
代

不
明
だ
が
巻
九
に
収
る

の
で

巻
十
五
ま

で
の
成

立
、
長
保

三
年
七
月
頃
ま

で
以
前

の
作
と
み
ら
れ

る
。

又
、
㎜

は

兼
澄
ら

と
帥
宮
邸

で
詠
ん
だ
も

の
で
、兼
澄
散
位

の
長

保
四
、
五
年
頃

の
作

か
と
思
わ

れ
る
。従

っ
て
弓
削
姓

で
歌

が
献
上

さ
れ
、
そ
の
ま

・
撰
入
さ
れ
た

の
で
は
な

い
か

と

考
え

る
。
右
衛
門
督

と
記

さ
れ
た
公
任

の
例
な
ど
と
同
様

に
、
最

終
的
な
整
理

が
行

れ
な

い
ま

ま

掴
筆
慈

の
運
び
と
な

っ
た

の
で
は
な

か

っ
た
か
、
と
考

え
る
。
又
、
麗
花

集
所
収
歌

は
、
長
保

五
年
五
月

道
長
家
歌
合
二
首
、
他

一
首

は
道
済

ら
と
詠
ん

だ
も

の
蓬

斎

集
の
排
列
か
ら
長
徳
年
阻
以
前
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

15
堀
部

正
二
氏

「口
花
集
孜
」

(
「中
古

日
本

文
学

の
研
究
』
所
収

)

更

曽
神
昇
氏

「平
安
稀
競
撰
集
解
説
篇
』

(古
典
文
庫
)

17
残
存
資
料
か
ら
考
え

る
と
寛

弘
六
年
正
月
但
馬
守

に
任
じ

て

い
る
か
ら
、
能
因
法

師

集
で

の
対
馬
守

と
し

て
下

る
時

の
贈
答

は
、
少
く
と
も
但
馬
守

を
下
り
て
後

の
こ
と
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
仮
り

に
翌

七
年

に
下
り
た
と
し

て
も

、
対

馬
に
下
り
当
地

に
没
す

る
ま
で
に
は
、
も
う
少
し
時
間
的
経

過
が
あ

っ
た
と
考
え

る
。

な
お
、
堀
部

氏

は
前
掲
論

文
に
於
て

「七
年
杢
」

の
傍
証

と
し
て

「御
堂
関
白
記

の
寛
弘
七
年
二

月
三
十

日
条

に
既
に
大
外
記
善
言
死
去

せ
る

の
記

事

が

み
ら

れ
る

」

と
注
記

さ
れ

る

が
、

こ
れ
は
嘉

言
の

こ
と

で
は
な
く
、
大
外
記

滋
野
善
言

の
こ
と

で
あ

る
。

18
久
曽
神

氏
は

「国
語
と
国
文
学
」

(昭
和

二
十

三
年
二
月
号

)

「麗
花

に
つ

い
て
」

及

び

「平
安
稀

規
撰

集
」
に
お
け
る
麗
花
集

の
成

立
推
定

期
間

に
つ
い
て
、

「寛

弘

二
年
六
月

乃
至
同
六
年
三
月
」
の
間

と
さ
れ
る
が
、
氏

の
言
わ
れ
る
三
条
天
皇

の

「
東

宮
で
あ

っ
た
寛

弘
二
年
六
月
二
十
六
日
(
御
年

十

一才

)乃
至
同
八

年
六
月
十
三

日
(御

年

十
七
才

)
の
間
」
は
、

「寛
和

二
年

七
月
十

六
日

(御
年
十

一
才

)
～
寛
弘
八
年

六
月

十
三
日

(御
年
三
十
七
才

)
』
と
改

め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

従

っ
て
、
長
保

五
年

五
月

十
五
日

の
道
長
歌
合

の
日
か
ら

「左
衛
門
督
公
任

」
の
在
任
期
間

の
最

終

日

「寛

弘
六
年
三
月
四
日
」
ま

で
が
麗
花
集

の
成
立
時
点
決

定
可
能

な
範

囲
と
広

げ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。
期
間
に

つ
い
て
は
堀
部
氏

の
説

に
妥
当
性

が
あ
る
。

19
陽
明
文
庫
本

「
後
拾
遺

和
歌
抄
」
の
大
江
公
資
歌
脚
注
「
(略

)
母
儀
同
三
司
家

女

房
」

に
よ

る
。

20
正
暦
四
年

一
月

二
十
五
日
、
二
月

十
二
日
、
同
二
十
五

日
条
。

2ー

コ
蟹

剛
内
大

臣
は
り
ま

へ
ま
か
り
け
る
と
も
に

て
川
じ
り

い
つ

る
日
よ
み
侍
り
け
る

大
江
正
言
」

と
す

る
。

22

「
ふ
る
さ
と
を
わ

か
る

・
と
き

思

ひ
出

に
名

に

ふ
る
里

の
山
な
れ

ど
か
く

れ
て

ゆ
か
ば
哀
れ
な
り
け
り
」
と
多
少
異

同
が
あ
る
。

23
25
、

『
平
安
朝

歌
合
大
成
口
」

〔九

七
〕

脚
頁
参

照
。

24
嘉
言

の
歌

と
し
て
万
代
集
に
所
収
。
続
千
載
集

に
は

「よ

み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
入

る
。

26

「女
子
大
国
文

65
」

京
都
女
子
大
本
翻
刻

の
解
説
。

27
権
記

に
は

「
甲
辰
。
参
内
。

御
読
経
結
願
。
左
大
臣
被
退
出
。

候
御

共
。

後
有

和
歌

合
」

と
あ

る
。

28

『平
安
朝
歌
合
大
成
日
」

〔
一
〇
九
〕
鋭
頁
参
照
。

29
30

『平
安
朝
歌
合
大
成
日
』

31
貞
元

二
年

と
す

れ
ば
、
公
任

が
十
二
才

で
あ
る
点

で
公
任
卿
集

の
歌
を
果

し
て
詠

み

趣

靴
鯉

勒騰
誇

.廿=轄

33

「
花
山
院

の
生
涯
』
今
井
源
衛
先
生
著

m
頁
。

34
源
兼
澄
集
は

「桂
宮
本
」
、
藤
原
長
能
集
は

「類
従
本

」
和
泉
式

部
集

は

「松
平
文

庫
本
」
を
用

い
た
。

35

「国
語
国
文
研
究
」

35
号
前
掲

論
文
37
頁

36
杉
崎
重
遠
氏

『勅
撰
歌
人

伝
の
研
究

コ
の
「
源
道
済
」。

五
島
和

代
氏

「
源
道
済
考

」

(
「
文
芸
と
思
想
」
32
号
。)

37
清
水

文
雄

氏

「和
泉
式
部
集

の
成
立
」
(
「国

文
学
放
」
第

一
巻
、
昭
和
十
年
。)
定
頼

が
長

元
二
年
権
中
納
言
と
な

っ
た
時

に
は
、
嘉
言
ら
は
す

で
に
故

人
で
あ
る
。

38
前
掲
論

文
口

39
犬
養
氏

は
前

掲
論
文
に
於

て
、
能
因
法
師
集

の
排
列

の
年
代
決
定

の
規
準

の

一
つ
と

し
て

「嘉
言

の
対
島

任
国

は
寛
弘
六
年

正
月

二
十
八
日

の
こ
と

で
あ

る

(歌

仙
伝

)
」

と
さ

れ
る
が
、
実
は
歌
仙
伝

で
の
寛
弘
六
年
正
月

の
任
は

「但
馬
守
」

で
あ

っ
て
対

馬
守

で
は
な

い
。

単
な
る
誤
植
な
ら
ば
と
も

か
く
、

「
能
因
法
師
集
」

32
33
番
歌

に

み
ら

れ
る
対
馬
任

国
に
際
し
て

の
灘
波
か
ら

の
贈
答

は
、
少
く
と
も
但
馬
守
を
辞
し

て
か
ら

の
任
国

の
際

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
す

れ
ば
、
対
馬
任
国

の
時
点

は
犬
養

氏

の
計
算
と

の
間
に
二
、
三
年
の
誤
差
を
生
じ
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る
。

40
犬
養
氏
前
掲
論
文
口

に
詳
述

さ
れ
て

い
る
。
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